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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

な
ぜ
ト
ラ
ン
プ
氏
は
復
権
で
き
た
か

戦
争
、経
済
、移
民
が
共
和
後
押
し

パ
ニ
ッ
ク
で
自
滅
し
た
民
主

　

11
月
5
日
に
投
開
票
さ
れ
た
米
大
統
領
選
は
、「
大
接
戦
」
と
い

う
事
前
の
予
想
を
覆
し
、
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
が
激
戦
7

州
で
全
勝
す
る
な
ど
、
民
主
党
の
ハ
リ
ス
副
大
統
領
に
圧
勝
し
た
。

共
和
党
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
奪
還
に
加
え
、
上
院
、
下
院
と
も
に

過
半
数
を
制
し
、
い
わ
ゆ
る
「
ト
リ
プ
ル
レ
ッ
ド
」
を
達
成
し
た
。

中
間
選
挙
が
あ
る
少
な
く
と
も
2
0
2
6
年
ま
で
は
政
界
の
「
ト
ラ

ン
プ
支
配
」
が
続
く
と
み
ら
れ
、
内
外
と
も
に
波
乱
含
み
の
展
開
が

予
想
さ
れ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
返
り
咲
き
の
背
景
を
探
り
、
今
後
を
展

望
し
た
い
。

「
歴
史
的
な
快
挙
」
と
自
画
自
賛

　
「
誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
史
上
最
大
の
政
治
運
動
だ
っ
た
。

誰
も
が
不
可
能
だ
と
思
っ
た
障
害
を
わ
れ
わ
れ
は
乗
り
越
え
、
だ
れ

も
成
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
達
成
し
た
。
ア
メ
リ
カ
が
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
政
治
的
勝
利
だ
。
わ
れ
わ
れ
の
子
供
の
世
代
の
た

め
に
も
、
私
は
全
身
全
霊
を
込
め
、
強
く
、
安
全
で
繁
栄
し
た
ア
メ

バイデン政権

定点
観測



— 82 —

リ
カ
を
実
現
す
る
ま
で
休
む
こ
と
な
く
働
く
。
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
の

黄
金
時
代
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
が
わ
れ
わ
れ
が
得
る
べ
き
も

の
だ
」

　
「
米
国
民
は
わ
れ
わ
れ
に
前
例
の
な
い
強
力
な
権
限
を
与
え
た
。 

上
院
の
主
導
権
を
取
り
戻
し
た
。
下
院
の
支
配
権
も
維
持
で
き
そ
う

だ
。
私
は
ア
メ
リ
カ
を
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
世
界
で
最
も
偉
大
な
国

に
す
る
。
こ
の
選
挙
戦
は
歴
史
的
な
も
の
で
あ
り
、
統
一
さ
れ
た
連

合
を
構
築
し
た
。
黒
人
、
中
南
米
系
、
ア
ジ
ア
系
、
ア
ラ
ブ
系
、
イ

ス
ラ
ム
系
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
集
ま
っ
た
。歴
史
的
な
再
編
成
だ
。

あ
ら
ゆ
る
背
景
を
持
つ
市
民
を
団
結
さ
せ
た
。
共
和
党
は
、
良
識
の

党
だ
」

　
「
こ
れ
は
民
主
主
義
と
自
由
の
た
め
の
大
勝
利
で
も
あ
る
。
国
境

を
安
全
に
し
た
い
。
素
晴
ら
し
い
教
育
を
実
現
す
る
。
強
力
な
軍
隊

に
す
る
。
私
の
4
年
間
、
過
激
派
組
織
・
イ
ス
ラ
ム
国
（
I
S
）
を

打
ち
負
か
し
た
こ
と
を
除
け
ば
、
戦
争
は
し
な
か
っ
た
。
私
は
戦
争

を
始
め
る
つ
も
り
は
な
い
。
私
は
戦
争
を
止
め
る
つ
も
り
だ
。
わ
れ

わ
れ
は
共
に
ア
メ
リ
カ
の
輝
か
し
い
運
命
を
解
き
放
つ
。
国
民
の
た

め
に
最
も
素
晴
ら
し
い
未
来
を
実
現
す
る
。
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
シ
ン

プ
ル
だ
。『
約
束
し
た
公
約
は
守
る
』」

　

別
荘
が
あ
る
南
部
フ
ロ
リ
ダ
州
で
勝
利
宣
言
し
た
ト
ラ
ン
プ
氏

は
、
高
揚
感
に
満
ち
て
い
た
。
演
説
し
た
の
は
、
投
票
日
を
ま
た
い

だ
6
日
午
前
2
時
半
（
日
本
時
間
6
日
午
後
4
時
半
）
過
ぎ
だ
っ
た
。

米
メ
デ
ィ
ア
が
ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
当
選
確
実
」
を
報
じ
る
3
時
間
以

大統領選を共に戦ったイーロン・マスク氏（左端）、ロバート・ケネディ・ジュニア氏
（右から2番目）と映るトランプ氏（中央）＝トランプ氏のソーシャルメディアから
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上
前
だ
っ
た
が
、
誰
の
目
に
も
ト
ラ
ン
プ
氏
の
優
位
は
揺
る
ぎ
な
い

よ
う
に
映
っ
た
。
共
和
党
が
勝
利
す
べ
き
州
を
着
実
に
積
み
重
ね
、

最
大
の
焦
点
だ
っ
た
北
東
部
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
だ
け
で
な
く
、
中
西

部
ミ
シ
ガ
ン
や
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
な
ど
、
い
ず
れ
の
激
戦
州
も
勝
利

を
見
据
え
て
い
た
。

　

い
つ
も
よ
う
に
演
説
は
脱
線
し
が
ち
だ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
要

所
を
押
さ
え
、
今
回
の
大
統
領
選
を
総
括
し
て
い
た
。
退
任
し
た
米

国
大
統
領
が
時
を
置
い
て
返
り
咲
く
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ー
・
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
氏
以
来
、
1
3
2
年
ぶ
り
2
人
目
だ
。「
歴
史
的
勝
利
」

に
違
い
な
い
。
米
メ
デ
ィ
ア
が
公
表
し
た
激
戦
州
の
出
口
調
査
か
ら

は
、
民
主
党
の
支
持
基
盤
だ
っ
た
中
南
米
系
や
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム

系
が
共
和
党
に
流
れ
る
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「（
共
和
党
連
合

の
）
歴
史
的
な
再
編
成
」
と
は
、
そ
れ
を
指
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
強
調
し
た
の
は
、「
約
束
は
守
る
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

不
法
移
民
対
策
を
最
優
先
と
し
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
戦
闘
を
念
頭
に
置
い
た

「
戦
争
の
終
結
」
に
も
触
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
ア
メ
リ
カ
を
再

び
偉
大
に
す
る
」
と
改
め
て
約
束
し
た
。
憲
法
上
の
制
約
か
ら
ト
ラ

ン
プ
氏
の
任
期
は
1
期
4
年
に
限
ら
れ
る
。
連
邦
議
会
な
ど
を
対
象

と
す
る
2
年
後
の
中
間
選
挙
で
は
民
主
党
の
逆
襲
も
予
想
さ
れ
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
閣
僚
人
事
を
前
倒
し
、
来
年
1
月
20
日
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
に
備
え
る
。

民
主
党
得
票
数
が
激
減

　

ま
ず
は
、
勝
因
分
析
か
ら
始
め
た
い
。
だ
れ
が
、
何
を
期
待
し
て

ト
ラ
ン
プ
氏
を
推
し
た
の
か
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
指
摘
す
る
支
持
基
盤

の
再
編
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
ト
ラ
ン
プ
氏
が

出
馬
し
た
3
回
の
大
統
領
選
（
2
0
1
6
年
、
2
0
2
0
年
、

2
0
2
4
年
）
に
関
す
る
米
メ
デ
ィ
ア
の
出
口
調
査
（
米
デ
ー
タ
会

社
エ
ジ
ソ
ン
・
リ
サ
ー
チ
実
施
）
結
果
の
変
化
を
た
ど
っ
て
み
た
。

わ
か
っ
た
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
強
さ
の
み
な
ら
ず
、
ハ
リ
ス
氏
の

弱
さ
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

最
初
に
、
両
候
補
の
総
得
票
数
を
比
較
す
る
。
全
米
の
最
終
的
な

確
定
票
は
出
て
い
な
い
が
、
11
月
20
日
時
点
で
の
米
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
C
N
N
の
集
計
に
よ
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
7
6
5
3
万
票
余
、

ハ
リ
ス
氏
は
7
3
9
2
万
票
余
で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
約
2
6
0
万
票

上
回
っ
た
。
2
0
1
6
年
時
に
勝
利
し
た
時
で
す
ら
民
主
党
の
ヒ
ラ

リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
氏
に
約
2
8
7
万
票
、
敗
北
し
た
2
0
2
0
年

に
は
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に
約
7
0
0
万
票
も
の
差
を
つ
け

ら
れ
た
が
、
今
回
は
前
回
よ
り
も
約
2
3
0
万
票
増
や
し
て
の
勝
利

と
な
っ
た
。

　

勝
敗
を
決
す
る
全
米
で
の
獲
得
選
挙
人
（
総
数
5
3
8
、
勝
利
に

必
要
な
過
半
数
2
7
0
）
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
3
1
2
、
ハ
リ
ス
氏

が
2
2
6
と
ト
ラ
ン
プ
氏
の
圧
勝
だ
っ
た
。
勝
利
演
説
で
「
一
般
投

票
で
も
勝
て
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
」
と
率
直
に
喜
び
を
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語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、「
初
の
完
全
勝
利
」
へ
の
満
足
感
が

に
じ
み
出
て
い
た
。
大
統
領
選
は
初
回
の
1
7
8
9
年
か
ら

2
0
2
4
年
ま
で
間
に
60
回
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
一
般
投
票
で

敗
れ
な
が
ら
も
勝
利
し
た
例
は
5
回
し
か
な
い
。
そ
の
一
つ
が

2
0
1
6
年
だ
っ
た
。

　

む
し
ろ
、
衝
撃
を
受
け
た
の
は
、
民
主
党
だ
ろ
う
。
バ
イ
デ
ン
氏

が
前
回
獲
得
し
た
得
票
数
か
ら
約
7
3
6
万
票
も
減
ら
し
た
。
こ
れ

は
前
回
バ
イ
デ
ン
氏
が
ト
ラ
ン
プ
氏
に
付
け
た
票
差
を
帳
消
し
に
し

て
あ
ま
り
あ
る
数
字
だ
。
そ
の
落
差
は
、
得
票
数
の
推
移
を
表
し
た

折
れ
線
グ
ラ
フ
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
一
目
瞭
然
だ
。
ハ
リ
ス
氏

は
こ
の
夏
、不
人
気
の
バ
イ
デ
ン
氏
に
代
わ
っ
て
急
き
ょ
出
馬
し
た
。

果
た
し
て
バ
イ
デ
ン
氏
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
っ
た
か
。
責
任
論

を
巡
る
さ
や
当
て
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
が
、無
理
か
ら
ぬ
話
だ
。

ハ
リ
ス
氏
は
「
女
性
票
」
不
発

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
2
0
1
6
年
大
統
領
選
の
際
、
不
倫
関
係
に
あ
っ

た
と
さ
れ
る
ポ
ル
ノ
女
優
に
支
払
っ
た
口
止
め
料
を
不
正
に
会
計
処

理
し
た
と
し
て
刑
事
訴
追
さ
れ
、
裁
判
で
有
罪
評
決
を
受
け
た
。
ほ

か
に
も
女
性
に
対
す
る
性
的
加
害
が
糾
弾
さ
れ
る
な
ど「
女
性
の
敵
」

の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
C
N
N
の
出
口
調
査
に
よ
る

と
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
女
性
の
得
票
率
を
確
実
に
増
や
し
て
い
る

（
2
0
1
6
年
41
％
、
2
0
2
0
年
42
％
、
2
0
2
4
年
45
％
）。

　

女
性
初
の
大
統
領
を
目
指
し
た
ハ
リ
ス
氏
は
、
女
性
を
守
る
立
場

か
ら
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
擁
護
を
訴
え
た
が
、
女
性
の
得
票
率
は

前
回
の
バ
イ
デ
ン
氏
よ
り
も
4
㌽
低
い
53
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ

は
2
0
1
6
年
の
ク
リ
ン
ト
ン
氏
の
54
％
を
下
回
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏

よ
り
は
優
位
を
保
っ
た
も
の
の
、
ト
ラ
ン
プ
氏
を
13
㌽
上
回
っ
た
ク

リ
ン
ト
ン
氏
、
15
㌽
上
回
っ
た
バ
イ
デ
ン
氏
に
比
べ
、
そ
の
差
は
8

㌽
に
急
落
し
た
。
期
待
し
た
「
女
性
票
」
は
不
発
に
終
わ
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　

変
化
は
、
若
者
の
投
票
行
動
に
も
表
れ
た
。
従
来
、
若
者
は
民
主

党
に
投
票
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
今
回
も
そ
れ
は
同
じ
だ
が
、
こ
こ

で
も
「
民
主
党
離
れ
・
ト
ラ
ン
プ
共
和
党
シ
フ
ト
」
が
明
確
に
な
っ

た
。
出
口
調
査
を
み
る
と
、
18
～
29
歳
（
全
体
の
14
％
）
は
前
回
、

バ
イ
デ
ン
氏
60
％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
36
％
と
圧
倒
的
に
民
主
党
に
投
票

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
は
ハ
リ
ス
氏
54
％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
43
％

と
そ
の
差
は
縮
ま
っ
た
。
ハ
リ
ス
氏
の
得
票
率
は
こ
こ
で
も

2
0
1
6
年
の
ク
リ
ン
ト
ン
氏
（
55
％
）
を
下
回
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
に
流
れ
た
Z
世
代
と
中
南
米
系

　

18
～
29
歳
は
、
1
9
9
5
年
頃
以
降
に
生
ま
れ
た
「
Z
世
代
」
の

年
齢
層
に
当
て
は
ま
る
。
S
N
S
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

人
的
交
流
や
情
報
入
手
の
主
な
手
段
と
し
て
利
用
す
る
「
デ
ジ
タ
ル

ネ
ー
テ
ィ
ブ
」
の
世
代
だ
。
こ
の
点
で
は
世
界
共
通
だ
が
、
米
国
の

Z
世
代
が
ほ
か
の
国
と
決
定
的
に
違
う
点
が
あ
る
。
そ
れ
は

2
0
0
1
年
の
米
同
時
多
発
テ
ロ
後
の
社
会
で
育
っ
て
き
た
こ
と
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トランプ氏の跳躍を示す数値
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だ
。
テ
ロ
の
脅
威
と
常
に
背
中
合
わ
せ
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争

や
イ
ラ
ク
戦
争
を
米
国
が
戦
う
中
で
多
感
な
時
代
を
過
ご
し
た
。
そ

れ
だ
け
に
「
反
戦
意
識
」
が
強
い
と
さ
れ
る
。

　

最
も
驚
く
べ
き
は
、
中
南
米
系
（
メ
キ
シ
コ
な
ど
中
南
米
諸
国
を

ル
ー
ツ
と
す
る
移
民
の
家
系
）
の
変
化
で
あ
る
。
出
口
調
査
に
よ
る

と
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
得
票
率
は
前
回
の
32
％
か
ら
14
㌽
も
増
え
て

46
％
に
な
り
、
民
主
党
か
ら
共
和
党
へ
の
シ
フ
ト
が
最
も
顕
著
な
グ

ル
ー
プ
と
な
っ
た
。
と
く
に
中
南
米
系
の
男
性
は
前
回
36
％
だ
っ
た

の
が
今
回
は
55
％
と
過
半
数
を
超
え
、民
主
党
支
持
か
ら
逆
転
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ハ
リ
ス
氏
は
前
回
の
バ
イ
デ
ン
氏
の
65
％
か
ら
13
㌽

下
げ
て
52
％
と
な
り
、
前
回
は
ト
ラ
ン
プ
氏
と
33
㌽
も
あ
っ
た
差
が

一
気
に
6
㌽
に
縮
ま
っ
た
。

　

出
口
調
査
に
よ
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
主
張
で
最
も
支
持
さ
れ
た

の
は
、
経
済
問
題
と
不
法
移
民
対
策
で
、
な
か
で
も
中
南
米
系
の
関

心
が
高
か
っ
た
。
中
南
米
系
が
多
い
西
部
の
ネ
バ
ダ
州
や
ア
リ
ゾ
ナ

州
で
は
イ
ン
フ
レ
が
生
活
を
直
撃
し
た
う
え
、
不
法
移
民
の
流
入
に

対
し
、
同
じ
中
南
米
系
の
合
法
移
民
か
ら
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
。

そ
れ
を
ト
ラ
ン
プ
氏
が
吸
収
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
投
票
し
た
中

南
米
系
の
割
合
は
12
％
だ
が
、今
後
、人
口
増
が
見
込
ま
れ
る
グ
ル
ー

プ
だ
。
共
和
党
に
シ
フ
ト
し
て
定
着
す
る
の
か
、
民
主
党
に
戻
る
の

か
が
、
今
後
の
焦
点
だ
。

　

大
統
領
選
で
外
交
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
。
だ
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区
を
支
配
す
る
イ
ス
ラ
ム

激戦州調査　最も重視した政策は？（％）
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組
織
ハ
マ
ス
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃
で
、
多
く
の
罪
な
き
パ

レ
ス
チ
ナ
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
米
国
内
で
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
激
戦
州
と
し
て
は
最
も
多
い
約
20

万
人
の
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
系
（
中
東
や
北
ア
フ
リ
カ
を
ル
ー
ツ
と

す
る
移
民
の
家
系
）
有
権
者
を
有
す
る
中
西
部
ミ
シ
ガ
ン
州
で
は
、

や
は
り
「
民
主
党
離
れ
」
が
際
立
っ
た
。

中
東
問
題
は
民
主
に
逆
風

　

前
回
は
7
割
超
が
バ
イ
デ
ン
氏
に
投
票
し
た
。
出
口
調
査
で
は
、

明
確
な
数
字
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
系
が
多
く
含

ま
れ
る
と
み
ら
れ
る
「
そ
の
他
」
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
59
％
、
ハ

リ
ス
氏
は
37
％
だ
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
地
区
へ
の
過
剰

な
攻
撃
は
自
衛
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
は
国
際

社
会
に
強
く
あ
る
。
欧
州
各
国
が
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
軍
事
支
援
を
停

止
す
る
中
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
擁
護
し
、
兵
器
の
供
与
を
続
け
る
バ
イ

デ
ン
氏
と
ハ
リ
ス
氏
に
批
判
が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
支
持
の
反

転
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
。

　

支
持
基
盤
の
変
化
に
加
え
、
ト
ラ
ン
プ
氏
を
後
押
し
し
た
の
は
、

国
民
が
求
め
る
リ
ー
ダ
ー
像
に
合
致
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
要
因

と
し
て
あ
る
よ
う
だ
。
出
口
調
査
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
素
質

と
し
て
何
を
求
め
る
か
を
聞
い
て
い
る
。
多
か
っ
た
順
に
「
率
い
る

能
力
が
あ
る
」（
30
％
）、「
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」

（
28
％
）、「
良
い
判
断
が
で
き
る
」（
20
％
）、「
自
分
の
よ
う
な
人
々

を
心
配
し
て
く
れ
る
」（
18
％
）
だ
っ
た
。
順
番
に
、「
統
率
力
（
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
）」、「
変
革
力
」、「
判
断
力
」、「
共
感
力
」
と
言
い
換

え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

国
民
は
、「
判
断
力
」
や
「
共
感
力
」
よ
り
も
、「
統
率
力
」
や
「
変

革
力
」
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
統
率
力
」

で
ハ
リ
ス
氏
の
2
倍
の
66
％
、「
変
革
力
」
で
は
ハ
リ
ス
氏
の
3
倍

超
の
74
％
を
獲
得
し
て
い
る
。
国
内
に
深
い
分
断
を
抱
え
、
海
外
で

は
激
し
い
戦
争
へ
の
対
処
に
迫
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
も
ち
ろ
ん
、
正

し
い
判
断
や
庶
民
感
覚
は
欠
か
せ
な
い
が
、
現
状
維
持
で
は
な
く
、

変
化
を
実
現
さ
せ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
国
民
は
望
ん
で
い
る
。

求
め
ら
れ
た
統
率
力
と
変
革
力

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
繰
り
返
し
、「
国
の
危
機
」
を
訴
え
、「
民
主
党
が

こ
の
国
を
破
壊
し
た
」
と
主
張
し
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で
は
、
一

時
的
に
イ
ン
フ
レ
率
が
9
・
1
％
（
前
年
同
月
比
）
に
達
し
た
。
現

在
も
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
F
R
B
）
が
目
標
と
す
る
2
％
を

超
え
る
2
％
台
後
半
で
推
移
し
、
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
。
一
方
、

不
法
移
民
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
時
（
2
0
1
7
年
）
の
年
間
60
万

人
か
ら
、
バ
イ
デ
ン
政
権
3
年
目
（
2
0
2
3
年
）
に
は
年
間

3
2
0
万
人
に
増
加
し
、
批
判
が
高
ま
っ
た
の
は
事
実
だ

　

こ
う
し
た
「
危
機
」
を
招
い
た
の
は
バ
イ
デ
ン
政
権
だ
、
と
い
う

ト
ラ
ン
プ
氏
の
主
張
に
は
説
得
力
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ン
プ

氏
が
総
な
め
し
た
激
戦
7
州
（
北
東
部
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
、
中
西



— 88 —

部
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
、
ミ
シ
ガ
ン
、
南
部
の
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、

ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
西
部
の
ネ
バ
ダ
、
ア
リ
ゾ
ナ
）
の
う
ち
、
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
3
州
で
「
経
済
」

が
最
大
の
関
心
事
と
な
り
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
も
「
民
主
主
義
」

と
同
率
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

　

全
体
で
み
れ
ば
、最
も
関
心
が
高
か
っ
た
テ
ー
マ
は
、「
民
主
主
義
」

だ
っ
た
。
34
％
が
こ
れ
を
選
択
し
、「
経
済
」
の
32
％
を
わ
ず
か
に

上
回
っ
た
。「
民
主
主
義
」
を
最
大
の
関
心
事
と
答
え
た
人
の
8
割

が
ハ
リ
ス
氏
に
投
票
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
敗
北
し
た
前
回
大
統
領

選
で
「
不
正
選
挙
」
と
言
い
募
り
、
果
て
は
米
連
邦
議
会
議
事
堂
襲

撃
事
件
に
つ
な
が
る
扇
動
を
行
っ
た
と
し
て
刑
事
訴
追
さ
れ
た
。
こ

の
た
め
ト
ラ
ン
プ
氏
を
「
民
主
主
義
の
破
壊
者
」
と
受
け
止
め
る
見

方
は
民
主
党
内
に
多
い
。

経
済
、
不
法
移
民
が
共
和
に
追
い
風

　

そ
れ
で
も
ト
ラ
ン
プ
氏
が
圧
勝
し
た
結
果
を
見
れ
ば
、
現
状
に
対

す
る
経
済
的
な
不
満
が
激
戦
州
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
出
口
調
査
で
は
、現
状
の
経
済
を
「
あ
ま
り
良
く
な
い
」「
悪

い
」
と
否
定
的
に
と
ら
え
た
人
は
3
分
の
2
に
達
し
、
こ
の
う
ち
、

69
％
が
ト
ラ
ン
プ
氏
に
投
票
し
た
。
米
紙
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
は

「
失
業
率
は
低
く
、
堅
調
に
成
長
を
遂
げ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

バ
イ
デ
ン
政
権
の
経
済
政
策
は
民
主
党
の
大
き
な
負
債
と
な
り
、
経

済
に
対
す
る
有
権
者
の
広
範
な
怒
り
が
ト
ラ
ン
プ
氏
を
押
し
上
げ

「トランプ2.0」どうなる内政

不法移民
・不法滞在者の一斉
摘発と強制送還

・米軍の国境派遣
・国境の壁建設

司法改革

・司法省の「武器化」
をやめさせる

・トランプ氏に関する
訴追停止など

教育改革
・教育省廃止
・聖書教育支持
・スポーツ競技改革

経済

・法人税引き下げ
・トランプ減税
・チップ、残業代非課税

ノーム・サウスダコタ州知事。次期
国土安全保障長官指名＝公式HP

米税関・国境警備局提供 及川撮影
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た
」
と
論
評
し
た
。

　

2
0
1
6
年
大
統
領
選
で
、
ま
っ
た
く
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ア
ウ

ト
サ
イ
ダ
ー
」
で
あ
る
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝
利
し
た
際
、
こ
れ
は
一
過

性
の
も
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
新
た
な
歴
史
の
幕
開
け
だ
と
い

う
議
論
が
盛
ん
に
あ
っ
た
。
反
差
別
主
義
な
ど
米
国
が
引
き
継
い
で

き
た
価
値
観
を
軽
ん
じ
、
白
人
と
非
白
人
の
対
立
を
あ
お
り
、
世
界

に
あ
っ
て
は
米
国
が
主
導
す
る
自
由
で
民
主
的
な
国
際
秩
序
を
自
ら

揺
さ
ぶ
っ
た
。
多
く
の
識
者
ら
は
、
こ
れ
は
ト
ラ
ン
プ
氏
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
破
壊
さ
れ
た
そ
の
舞
台
に
ト
ラ
ン
プ

氏
が
登
場
し
た
と
考
え
た
。

　

さ
か
の
ぼ
れ
ば
、2
0
0
1
年
の
米
同
時
多
発
テ
ロ
に
行
き
着
く
。

経
済
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル
・
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
や
、
国
防
の
要
・

ペ
ン
タ
ゴ
ン
（
国
防
総
省
）
に
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
機
が
突
っ
込
ん
だ
戦

慄
の
事
件
は
、
米
国
の
国
家
の
あ
り
方
を
変
え
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
子
大

統
領
（
共
和
）
は
世
界
を
米
国
の
「
敵
と
味
方
」
に
分
断
し
、
敵
の

せ
ん
滅
を
宣
言
し
た
。
そ
う
し
て
始
ま
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ

ラ
ク
で
の
戦
争
は
や
が
て
泥
沼
化
し
、
最
後
に
抜
け
出
る
ま
で
約
20

年
の
歳
月
を
費
や
し
た
。

　

経
済
も
疲
弊
し
た
。
同
時
テ
ロ
の
7
年
後
の
2
0
0
8
年
に
起
き

た
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
は
米
国
の
経
済
的
繁
栄
の
失
墜
を
物

語
っ
た
。
も
は
や
従
来
の
よ
う
に
国
際
紛
争
に
軍
事
介
入
す
る
だ
け

の
力
は
な
く
、「
世
界
の
警
察
官
」
と
し
て
の
地
位
か
ら
降
り
る
と

オ
バ
マ
大
統
領
（
民
主
）
が
宣
言
し
た
の
は
、2
0
1
3
年
だ
っ
た
。

「トランプ2.0」どうなる外交

中国
・対中関税60％以上
・ハイテク産業排除
・台湾の軍事力強化

ガザ紛争

・戦争の早期終結
・親イスラエル姿勢
・反イラン強調

ロシア・ウクライナ戦争
・24時間以内の終結
・ウクライナ支援停止
・プーチン氏と取引外交か

国際・同盟

・「米国第一」維持
・NATO撤退／在韓米軍撤退示唆
・パリ協定離脱

ルビオ上院議員。次期国務長官指名。
反中、反ウクライナ支援＝公式HP

台湾海峡を通過する米ミサイル駆逐艦。
2024年夏、米海軍提供

ロシア軍の攻撃を受けたドネツク州の住宅。
2024年夏、ウクライナ政府提供

ハッカビー元アーカンソー州知事。次期
駐イスラエル米大使指名＝公式HP
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一
方
、
黒
人
初
の
大
統
領
の
誕
生
も
後
押
し
し
て
社
会
は
多
様
化
し

て
い
く
。
連
邦
最
高
裁
は
2
0
1
5
年
、
同
性
婚
は
憲
法
で
守
ら
れ

る
べ
き
権
利
と
の
判
決
を
下
し
た
。

疲
弊
す
る
米
国
に
登
場
し
た
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

　

こ
う
し
た
中
で
登
場
し
た
の
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
だ
っ
た
。
リ
ベ
ラ

ル
派
の
伸
長
に
あ
ら
が
い
、
伝
統
的
な
白
人
主
義
に
足
場
を
置
き
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
「
政
治
的
公
平
性
」
を
破
壊
し
、「
米
国
の
米
国
に

よ
る
米
国
の
た
め
の
政
治
」
を
目
指
す
、「
米
国
第
一
」
主
義
を
掲
げ
、

ア
メ
リ
カ
を
再
び
偉
大
な
国
家
に
す
る
、
と
約
束
し
た
。
だ
が
、
陰

謀
論
す
ら
政
治
の
道
具
と
し
、
分
断
を
あ
お
る
そ
の
手
法
は
米
連
邦

議
会
議
事
堂
襲
撃
事
件
の
伏
線
と
な
り
、
米
国
の
民
主
主
義
を
崩
壊

の
瀬
戸
際
に
追
い
込
ん
だ
。

　

そ
の
反
動
で
生
ま
れ
た
の
が
バ
イ
デ
ン
政
権
だ
っ
た
が
、
今
回
の

選
挙
結
果
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
国
民
の
大
き
な
失
望
を
買
っ
た
。
バ

イ
デ
ン
氏
は
上
院
議
員
就
任
以
来
、
45
年
以
上
の
政
治
キ
ャ
リ
ア
を

積
み
、
満
を
持
し
て
の
大
統
領
就
任
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
は
混
迷
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
無
謀
な
侵
略
を
阻
止
で
き
な
か
っ

た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
職
業
政
治
家
に
よ
る
政

治
の
失
敗
が
明
ら
か
に
な
り
、
国
民
の
求
め
る
リ
ー
ダ
ー
像
に
マ
ッ

チ
し
た
の
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
だ
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
人
気
の
背
景
に
は
、
政
治
経
験
を
積
ん
だ
ワ
シ
ン

ト
ン
の
エ
リ
ー
ト
層
と
は
異
な
り
、
庶
民
感
覚
を
共
有
し
て
国
民
の

不
満
を
代
弁
す
る
政
治
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
。
2
0
1
6
年
大
統
領
選

の
際
に
支
持
者
の
多
く
が
「
彼
は
ス
ト
レ
ー
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
（
本
音

を
言
う
人
）
だ
」
と
言
っ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
る
。
若
者
や
無
党

派
層
の
間
で
は
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
24
時
間
以
内
で
終
わ
ら
せ

る
」
と
豪
語
す
る
ト
ラ
ン
プ
氏
を
「
平
和
主
義
者
だ
」
と
捉
え
る
人

も
少
な
く
な
い
。

ト
ラ
ン
プ
流
人
事
、
続
々

　

そ
う
い
う
ト
ラ
ン
プ
氏
が
率
い
る
2
期
目
の
政
権
と
は
、
ど
う
い

う
も
の
だ
ろ
う
か
。
米
国
の
識
者
か
ら
は
「
1
期
目
の
経
験
を
踏
ま

え
て
、
独
自
色
を
さ
ら
に
前
面
に
打
ち
出
す
政
権
運
営
が
予
想
さ
れ

る
。
閣
僚
も
忠
実
な
側
近
で
固
め
、
妥
協
を
迫
ら
れ
る
よ
り
も
、
公

約
を
果
た
す
こ
と
に
ま
い
進
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
方
が
聞

こ
え
て
く
る
。
日
本
政
府
の
関
係
者
も
「
政
治
的
に
は
素
人
だ
っ
た

前
回
は
、
支
え
て
く
れ
る
多
く
の
コ
ー
チ
が
必
要
だ
っ
た
が
、
も
は

や
必
要
な
い
。ワ
ン
マ
ン
的
な
監
督
と
し
て
指
揮
を
ふ
る
う
だ
ろ
う
」

と
話
す
。

　

そ
の
一
端
は
早
く
も
見
え
て
い
る
。
勝
利
宣
言
か
ら
も
わ
か
る
通

り
、
最
も
重
視
す
る
政
策
は
、
不
法
移
民
対
策
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は

国
内
に
1
1
0
0
万
人
い
る
と
い
わ
れ
る
不
法
移
民
を
一
斉
摘
発

し
、
強
制
送
還
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
一
端
を
担
う
国
土
安

全
保
障
長
官
に
は
、中
西
部
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
州
の
ク
リ
ス
テ
ィ
・
ノ
ー

ム
知
事
を
指
名
し
た
。
同
州
は
白
人
の
割
合
が
約
85
％
を
占
め
、
不
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法
移
民
と
は
無
関
係
に
も

見
え
る
が
、
2
0
2
1
年

に
は
不
法
移
民
対
策
支
援

の
た
め
に
州
兵
を
南
部
国

境
に
派
遣
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
米
連
邦

議
会
議
事
堂
襲
撃
事
件
に

関
与
し
た
な
ど
と
し
て
四

つ
の
刑
事
事
件
で
訴
追
さ

れ
て
い
る
が
、
選
挙
戦
で

は
、
民
主
党
が
「
司
法
省

を
武
器
化
」
し
て
政
敵
を

排
除
し
よ
う
と
す
る
「
魔

女
狩
り
だ
」
と
批
判
し
、

「
報
復
」
を
公
言
し
て
き

た
。
そ
の
司
法
長
官
に
側

近
の
マ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ツ
元

下
院
議
員
を
指
名
し
た
こ

と
に
は
共
和
党
内
か
ら
も

批
判
の
声
が
出
て
い
る
。

ゲ
ー
ツ
氏
自
身
が
未
成
年

者
と
の
性
的
関
係
な
ど
の

疑
い
で
米
連
邦
捜
査
局

（
F
B
I
）
の
捜
査
対
象
に
な
っ
た
経
過
が
あ
り
、
公
正
な
捜
査
が

ゆ
が
め
ら
れ
る
と
の
危
惧
が
あ
る
か
ら
だ
。
結
局
、
ゲ
ー
ツ
氏
は
指

名
を
辞
退
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
新
た
に
元
フ
ロ
リ
ダ
州
司
法
長
官
の

パ
ム
・
ボ
ン
デ
ィ
氏
を
指
名
し
た
が
、「
ト
ラ
ン
プ
流
人
事
」
は
出

は
な
を
く
じ
か
れ
た
格
好
だ
。

対
中
強
硬
派
を
国
務
長
官
に

　

ま
た
、
外
交
で
も
懸
念
が
多
い
。
国
務
長
官
に
指
名
さ
れ
た
マ
ル

コ
・
ル
ビ
オ
氏
は
上
院
議
員
と
し
て
外
交
政
策
に
通
じ
る
が
、キ
ュ
ー

バ
か
ら
の
移
民
の
家
系
で
、
強
硬
な
「
反
共
主
義
」
で
知
ら
れ
る
。

そ
の
矛
先
は
、
中
国
や
北
朝
鮮
に
も
向
け
ら
れ
て
お
り
、
対
中
政
策

は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
繰
り
返
す
「
高
関
税
政
策
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
台

湾
の
防
衛
力
強
化
な
ど
、
外
交
・
軍
事
面
で
も
厳
し
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
の
対
中
政
策
を
「
融
和
的
」
と

み
て
批
判
す
る
米
議
会
の
後
押
し
も
あ
り
、
米
中
対
立
が
激
化
す
る

恐
れ
も
あ
る
。

　
「
ト
ラ
ン
プ
色
」
は
中
東
外
交
で
も
鮮
明
に
な
り
そ
う
だ
。
ト
ラ

ン
プ
氏
は
イ
ス
ラ
エ
ル
擁
護
の
姿
勢
を
示
し
つ
つ
も
、
戦
闘
に
よ
る

悲
惨
な
状
況
に
は
懸
念
も
示
し
、
停
戦
に
向
け
て
動
く
可
能
性
が
大

き
い
。
2
期
目
で
目
指
す
の
は
、
1
期
目
に
着
手
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル

と
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
和
平
推
進
だ
ろ
う
。
駐
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
に
指

名
し
た
マ
イ
ク
・
ハ
ッ
カ
ビ
ー
元
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
知
事
は
「
親
イ

ス
ラ
エ
ル
」
で
知
ら
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
存
在
を
否
定
し
、「
2
国

及川　正也（おいかわ・まさや）氏
　早稲田大学政治経済学部卒。1988年毎日新聞社入社。92
年政治部。首相官邸や自民党、新進党、民主党など90年代～
2000年代の政界再編を取材。防衛省や外務省を長く担当
し、東西冷戦後の日本の外交・安全保障政策を取材した。05
年ワシントン特派員。アフガニスタン・イラク戦争やオバマ氏
が勝利した08年大統領選を取材。政治部、経済部、外信部各
副部長を経て13年北米総局長。16年大統領選ではトランプ氏
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員。「琉球の星条旗」（講談社）の執筆と編集にあたった。
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家
共
存
」
も
否
定
す
る
強
硬
派
だ
。
パ
レ
ス
チ
ナ
が
置
き
去
り
に
な

る
懸
念
は
拭
え
な
い
。

　

閣
僚
や
大
使
は
上
院
の
承
認
が
必
要
だ
。
審
議
は
新
た
な
議
員
で

構
成
す
る
来
年
1
月
3
日
か
ら
の
議
会
で
始
ま
る
が
、
承
認
が
難
航

す
る
指
名
候
補
も
い
る
。
こ
の
た
め
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
議
会
の
閉
会

日
を
狙
っ
て
承
認
を
経
ず
に
就
任
さ
せ
る
手
段
も
探
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
。
上
院
で
の
優
位
を
明
け
渡
し
、
上
下
両
院
で
少
数
派
に
転

じ
る
民
主
党
は
ま
ず
は
足
元
の
立
て
直
し
を
迫
ら
れ
る
。
閣
僚
指
名

を
通
じ
議
会
に
対
し
て
主
導
権
を
握
る
狙
い
も
ト
ラ
ン
プ
氏
に
は
あ

り
そ
う
だ
。


